
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 39 期 NPO 法人富士見市民大学の開講式が森元教育長をお迎えし、鶴瀬公民館で開催されまし

た。基調講演は講座でお世話になっている宮腰賢氏にお願いしました。 

 

小山理事長から第３９期富士見市民大学を受講されるみなさ

ん、これから一年、ここに集まった受講生との「出会いを大

切に元気で学び語り自己のこれからの楽しい人生を歩む記念

すべき 1ページを作ってください。 

好奇心を旺盛にして何事にも挑戦する意気込みをもって、ご

一緒にがんばっていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

狐塚事務局長からは３９期は文学講座・文章講座・国語学講座・国際社会学・富士見の歴史・行政

と市民生活・木と私たち・ふじみ自然塾・親子で野遊び・市民サロン塾・郷土富士見検定対策講座・

第５回郷土富士見検定について概要の説明がありました。 

瀬戸理事から講座の担当スタッフの紹介があり、各担当が受講生の皆様に挨拶をいたしました。 

  第 39期 NPO法人富士見市民大学 

開講式・講演会 及び交流会 鶴瀬公民館 

平成 28年 6月 4日（土） 午後１時 30分から 3時 30分 

 「収穫期の今を生きる」  東京学芸大学名誉教授 宮腰 賢 

 



森元教育長からは学ぶことへの積極的な参加に敬意を表します。学びを通して自己の自立を促し、

地域への活性化に寄与していく姿勢には心をうたれます。 

又、行政面への市民の立場での参加を含め、市民大学の活動をさらに発展させて下さい。来週、市

民総合体育館の再建（４月）も実施が決まりました。皆さんが元気を維持する健康づくりに活用を

期待します。 

 

 

○基調講演：宮腰 賢（東京学芸大学名誉教授） 

 古代、インドのマヌ法典では人の一生は「学生期」（がくしょうき）「家住期」（かじゅうき）

「林住期」（りんじゅうき）「遊行期」（ゆぎょうき）の四分割に区切って考える。「学生期」で

学び、「家住期」働き、家庭をつくり、子供を育てたあとに、人生のクライマックス「林住期」を

迎える。 

 市民大学を受講された方は、林住期から、遊行期を迎えられている方々です。これまでの豊かな

人生の経験、実績を充分発揮して“豊かな楽しい時期”を謳歌することです。そのことについて、

古事記から、近現代の文筆家、俳人による“優雅な言葉”の使い方について、生きる味わいを感じ、

言葉とその使い方の楽しさを話されました。 



 



会場内の掲示（講座紹介） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開講式にご参加いただいた受講生の皆様、及び森元教育長、佐藤鶴瀬公民館長、講演して頂いた 

宮腰先生ありがとうございました。 

                        富士見市民大学 スタッフ一同 


